インタビュー 「川村湊」というスタイル by 川村 湊 & 森村 修
インタビュー 「川村湊」というスタイル

























































川村 先生 × 森村 先生
— 88 —



























































































































































































それは余りいわないほ が いと思うけど、学内には ろいろなことがありま というこ 。特 法学部の場合はそのころ、何








































































































































































ゼミに、 もちろん一年生は入れないけれども、 入っていたんですよね。でも、 やっぱり『資
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本論』は難しいと思って、 それで広末さんのところに行って聴講させてくれといったら、 まあいいよということで。というところで『世間胸算用 を読んでいて、 でも、 周りのほうがあまり利口じゃないから、 彼らよりも俺のほうが文学に詳し というふうにたかをくくったところがあった。そのときは田中優子さんはいなかったけれども、おやめになった田中さんと同世代で日文の先生になった近世文学の日暮聖さんが同期だった。
　　　　　
まあ、そういう人はいたんだけれども、結局、やっぱりその世代は法政を出ても、何しろ勉強はしていないし、学校内ががたがた































































































































































































































































































































































































































































その後なんですよ。だから、 『指輪物語』 っておもしろいから、 『ホビットの冒険』 とか あれをアニメにし や ら すごくいいんじゃ








































































そのころ我々の中ですごくはやっていたのがイタロ・カルヴィーノ、ディーノ・プッツアーティ アレクサンドル グ ーンで、





















































































































































ええ。 あそこにいる人が法政に入ってみたら、 みんないるんだということで、 ある意味びっくりしましたよね。 だから、 私が最初に入っ



















































































































































































ええ。つまり、市ヶ谷と八王子、多摩 ときに、結局 教養部は、市ヶ谷に残っ 一教と、それから、宗さんみたいに経済、

























































































































































私が卒業して一応仕事をして、そのころも一応文学みたいなことをやりたいと、それはもちろん思って て、ただ それをど い













ええ。それをやっているうちに、築地 で行ってタコやイカ 相場は幾らですかと聞いて たりしたんです そんなことをしてい




























































































































































































































実は柄谷さ が頼まれて書いたんだと。そうしたら編集者が原稿をなくしちゃった で どうしたか。この前のはちょっと余りよ


































































































































































































































































それ 竹田青嗣と知り合って。竹田青嗣と知り合ったのは『流動』の編集者 ら 竹田青嗣というのが在日の物書きがいると聞い
た。 『チャンソリ』という在日の若い連中がやっていた雑誌があって、そこに書いていたということで、それで金鶴泳論を書くという
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ようなことで、それで『早稲田文学』に紹介して、金石範論とか李恢成論を書いて、 『 〈在日〉という根拠』という一冊の本を、国文社とい と ろから出したんですよね。私の第一評論集 『異様の領域という』 も国文社というところで出した。その国文社というのは、法政にいた前島哲君という法政詩人の仲間が国文社の社長の息子だったんですよ。そういう関係もあって、国文社から私の本と竹田青嗣の本が出 ので、じゃ 一緒に出版記念会をやろうということで、たし 私学会館で一緒にやった覚えがありますね
　　　　　
そのとき金鶴泳さんとか、柄谷さんとか、磯田光一さんとかが来てくれたという覚えがありますね。それで竹田と知り合って、竹






























































































































































































































































日本の本は。今だったら本当に日本で同時的に手に入るけれど、当時は一旦日本を離れると なかなか日本語の本なんかないわけですよ。雑誌も。それで、持っていったもので読むものがなくなると 今、慰安婦の少女の像が立っている日本領事館に行って、図書室で本を借りてぐらいしか本がない。 ころが、
大学の図書館の隅のほうまで行ってみると、日本語の本があるんですよね
。汚い古


















な嵐』牧洋というのをみ 、知らんなと 朝鮮で出て る ら朝鮮人なんだ という、大体それで検討がついて 田中英光なんかを読んでみたら、 ここに出てくる人たちなんだとい ことがあって、 それで田中英光の書いた 『酔 どれ船』 を読み込んで書いたの 、
『 〈酔
いどれ船〉 の青春』 。 れがいわゆ 植民地文学の私の最初 本ということになる
。それまでは 『徒然草』 でデビューして、 そのうちやっ



















































結びつい けれども、そういう動きは全くなかったわけじゃな 。 にもう一つ、近代文学でやれる分というのはもう。今さら
夏目漱石、芥川龍之介、三島由紀夫、宮沢賢治ではもうどうにもならなくなっているところも った 、何か目先を変えなきゃいけない。それからもう一つは 今度は中国 韓国から日本文学の研究者が入ってきて、彼らがやる きに、
自分たちの強味というのは、
日本人と同じように夏目漱石 やったり、 芥川龍之介をやったって、 彼らにかなわ いと う とになる
。そうなると植民地文学的な、





















































































































































































































そのときに、 文化 部構想がだめになって、 柄谷さんのほうも気を使ってくれて、 それで駒尺喜美さんがおやめにな ときに、 じゃ、

























































































































































ええ。それにまた選択権 こちら側にあるというふ に ったから、や ぱり向 うの学部のほうもかなり、口で 、表向きはと






















































































































































大きいけれど 、でも、新しい学部を立ち上げると うのにしては、新規で入れる人という はやっぱり少な っちゃ少ないです










































はっきりいって、ほかの学部に行った人たちもやっぱりそこ は なじめなかったんじゃないですかね。そ ままになっちゃっ
































スポーツ健康科学ができてようやく。でも、 今でもまだ。体育は要らないというわけじゃないけれど 、 学部のポリシーとしてはや








































































なっていないですよね。 う大嶋さんと、情報文化の危機というわけではないけれども 川村さんの、 『異文化』 特集だから、



















































































































































































































ええ。そうい のが嫌で、やるなら若いとき ちゃんとやれよというような気持ちが全くなか たわけじゃないので、だから、



























































ことは幾らでも可能だけれども、はっきりい て、それよりも新 いことをやって。そ はやっぱり年をとると、気持ちはあるけれども、足が動かない。気持ちは前のめりになっている ど、足 手 動かないというこ もあり得るから。実は気持ちばか あって、頭が動いていないというのは吉本隆明 晩年ですね。でも の晩年ですぱっ 、これはだめだ って死んでい たのが江藤淳だから、やっぱりそう う人たちをみて ると 江藤淳の道は選べない 吉本さんもちょっ っ も悪い と。
森
　
村
　　
そうすると、もう新しいスタイルをつくっていくしかない。
川
　
村
　　
柄谷スタイルは少し難しい。
森
　
村
　　
性質、性格的に難しい（笑い） 。
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川
　
村
　　
だから、
自分なりの方法でするしかない。余り前のめりになってやっていくのは
。
森
　
村
　　
もういいんじゃないかという。だったら、
やっぱり新しい、それこそ川村スタイルが、批評のあり方も含めて
。
川
　
村
　　
そうしたほうがいいかな
。
森
　
村
　　
そろ ろ、五時になっちゃったから。長い間、どうもありがとうございました。
川
　
村
　　
まとまるかな。
森
　
村
　　
まと るかどうかわからな けど、一応初稿が出たら、好きに調整して、書き加えたり、削ったり、足したりしてください。どう
もお疲れさまでした。
（二○一七年一月三十一日・国際文化学部長室にて）
